
大
谷
本
願
寺
親
鸞
聖
人
御
影

願
証
寺
の
成
立

史
料
A

明
応
十
年
辛
酉
正
月
廿
八
日
釈
実
如
判

長
鵜
願
証
寺
は
蓮
如
の
第
十
三
子
で
あ
る
蓮
淳
の
創
建
に
よ
る
一
家
衆
寺
院
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
蓮
淳
に
よ
っ
て
東
海
地
方
で

の
布
教
が
広
ま
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
願
証
寺
に
つ
い
て
よ
く
ま
と
め
て
あ
る
の
は
、
願
証
寺
第
二
十
世
佐
々
木
芳
雄
氏
著
の
『
願

(
1
)
 

証
寺
誌
』
で
あ
る
。
こ
の
中
で
佐
々
木
氏
は
、
願
証
寺
は
蓮
如
の
発
案
で
創
立
さ
れ
、
さ
ら
に
願
証
寺
の
成
立
を
明
応
十
(
-
五

0
-
）

年
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
蓮
如
が
関
わ
っ
て
い
た
と
な
る
と
、
蓮
如
死
後
約
一
一
年
を
経
過
し
て
寺
基
が
作
ら
れ
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う

か
。
こ
の
明
応
十
年
開
基
説
の
根
拠
と
な
っ
た
の
が
、
同
年
に
出
さ
れ
た
実
如
下
付
の
親
鸞
絵
像
で
あ
る
。
次
に
そ
の
裏
書
を
記
し
て
お

(
2
)
 

は

じ

め

に

願

証

寺

の

龍
谷
大
学

成

立

ー
由
緒
書
の
比
較
検
討
を
中
心
に
し
て
ー
~

中

野

九
七 和

之



願
証
寺
の
成
立

勢
州
桑
名
庄
香
取
郷
杉
江
願
証
寺
常
什
物
也

紅
葉
御
影
此
尊
像
者
、
高
祖
親
鸞
聖
人
礼
盤
三
口
之
御
影
及
両
上
人
被
加
御
筆
希
有
之
良
宝
冠
一
宗
嘗
奉
掛
長
島
紅
葉
御
殿
衆
人
之

崇
敬
年
久
偲
号
紅
葉
御
影
猶
更
可
有
偲
仰
也
。

天

文

廿

三

甲

寅

三

月

廿

八

日

釈

証

恵

(
3
)
 

こ
の
親
鸞
絵
像
は
通
称
「
紅
葉
の
御
影
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
松
坂
願
証
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
い
。
こ
の
裏
書
は
焼
失

し
て
い
る
が
、
寺
蔵
の
『
略
縁
起
』
（
以
下
、
『
松
坂
』
と
表
記
す
る
）
に
は
蓮
如
が
蓮
淳
に
下
付
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
裏
書
に
壽
か

れ
て
い
る
通
り
実
際
に
下
付
し
た
の
は
実
如
で
あ
る
。
こ
の
『
松
坂
』
が
何
時
頃
書
か
れ
た
の
か
は
判
然
と
し
な
い
し
、
ま
た
、
何
故
、

実
如
で
は
な
く
、
蓮
如
が
下
付
を
し
た
事
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
事
情
は
分
か
ら
な
い
。
裏
書
か
ら
「
紅
葉
の
御
影
」
の
呼
称
は
証

恵
の
頃
に
は
既
に
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
天
文
八
(
-
五
三
九
）
年
に
早
く
も
修
復
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
は
、
古
い
絵

像
か
使
用
頻
度
が
高
い
絵
像
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
絵
像
が
蓮
如
死
去
直
後
に
出
さ
れ
た
事
か
ら
も
実
如
と
の
繋
が
り
の
深
さ

佐
々
木
氏
の
願
証
寺
の
成
立
に
つ
い
て
の
見
解
と
は
違
っ
た
成
立
事
情
を
伝
え
て
い
る
の
が
『
長
島
町
誌
』
の
記
載
で
あ
る
。
そ
の
部

(
4
)
 

分
を
抜
き
出
し
て
み
る
。

願
証
寺
の
創
立
に
つ
い
て
は
、
法
泉
寺
略
史
に
よ
る
と
、
浄
土
真
宗
の
宗
祖
親
鸞
の
教
え
に
帰
依
し
た
、
安
田
信
慶
が
、
親
鸞
の
教

え
を
布
教
す
る
た
め
、
親
鸞
の
遺
命
に
よ
っ
て
、
桑
名
海
崎
に
草
庵
（
後
の
桑
名
法
泉
寺
）
を
結
ん
だ
。
信
慶
の
子
信

（
中
略
）
。

誉
は
法
泉
寺
を
継
い
だ
が
、
そ
の
弟
信
祐
は
、
同
じ
く
長
島
JI
内
に
お
い
て
、
法
義
会
所
の
庵
室
を
結
ん
で
居
住
し
た
。
後
に
本
願

寺
三
世
覚
如
上
人
よ
り
願
証
寺
寺
号
御
免
に
な
っ
た
。

を
物
語
っ
て
い
る
。

天
文
八
歳
己
亥
閏
六
月
廿
八
日
書
之

よ
っ
て
信
祐
の
庵
室
が
願
証
寺
と
な
り
、
信
祐
は
願
証
寺
開
基
と
な
っ
た
の

釈
証
如
判

此
御
影
旧
損
之
問
所
奉
修
復
也
、
依
証
恵
怖
望
以
先
年
之
筆
跡
残
附
今
之
裏
記

九
八



、S
、、
し
カ

(
5
)
 

こ
こ
で
、
引
用
さ
れ
て
い
る
『
法
泉
寺
略
史
』
は
、
法
泉
寺
第
二
十
三
世
住
持
の
安
田
滉
然
氏
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

蓮
淳
以
前
か
ら
の
願
証
寺
の
動
向
を
知
る
上
で
新
た
な
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
史
料
的
な
面
で
の
信
頼
性
に
欠
け
る
記
述
と
な
っ

て
い
る
。
果
た
し
て
、
願
証
寺
は
佐
々
木
氏
の
主
張
す
る
蓮
淳
創
建
な
の
か
、

(
6
)
 

『
長
島
山
』
と
表
記
す
る
）

点
を
『
長
嶋
山
願
証
寺
略
緑
起
』
（
以
下
、

(
8
)
 

『
法
泉
寺
』
）
、
日
野
願
証
寺
『
由
緒
書
』

泉
寺
略
由
緒
』

由

緒

書

の

由

来

『
長
島
山
』
は
、
天
保
一
―
-
（
一
八
三
二
）
年
九
月
十
五
日
書
写
の
記
載
が
あ
り
、
養
泉
寺
か
ら
一
巻
本
と
し
て
出
て
き
た
も
の
を
願
証

寺
看
主
慶
旭
の
求
め
に
応
じ
て
、
蓑
泉
寺
智
順
よ
り
借
用
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
寂
恵
の
没
年
月
日
、
天
和
元
(
-
六
八
一
）

年
五
月
八
日
が
最
後
の
記
載
と
な
っ
て
い
る
所
か
ら
、
お
そ
ら
く
十
八
世
紀
前
半
ご
ろ
の
成
立
と
推
定
で
き
る
。

「
尾
陽
城
南
無
量
山
延
広
寺
田
緒
略
記
」
と
合
わ
せ
て
一
冊
と
な
っ
て
お
り
、

「
尾
陽
城
南
無
量
山
延
広
寺
由
緒
略
記
」
末
に
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
十
一
月
の
記
載
が
あ
り
、
恐
ら
く
は
そ
れ
以
後
の
幕
末

期
ご
ろ
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
記
事
内
容
か
ら
判
断
す
る
と
願
証
寺
十
八
世
琢
誓
が
、
享
保
十
一
―
-
（
一
七
二
八
）
年
に
死
去
し

(10) 

て
以
後
の
成
立
で
あ
ろ
う
。

『
法
泉
寺
』
は
、
書
写
年
代
が
判
然
と
し
な
い
が
、
十
六
世
蓮
映
が
高
木
新
兵
衛
に
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。
文
中
の
「
拙
子
祖
父
空
映

代
百
余
年
寅
之
大
洪
水
〔
延
宝
一
一
甲
寅
之
洪
水
也
。

の
一
七
八

0
年
頃
の
成
立
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
由
緒
書
は
近
世
初
頭
の
記
事
が
中
心
で
あ
り
、

願
証
寺
の
成
立

『
四
願
証
』
は
、 （

以
下
、

で
あ
る
。

九
九

空
映
三
十
一
歳
〕
」
と
の
記
事
か
ら
、
廷
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
か
ら
百
年
以
上
後

（
以
下
、
『
勢
州
四
願
証
寺
略
縁
起
』

『
日
野
』
）
等
の
由
緒
書
を
通
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

『
長
島
町
誌
』
の
記
載
通
り
信
祐
の
開
基
な
の
か
。
そ
の

(
7
)
 

『
四
願
証
』
）
、

（
以
下
、

い
つ
菖
写
さ
れ
た
か
判
然
と
は
し
な

し
か
も
願
証
寺
に
つ
い
て
の
記
載
も
少 『

法



近
里
に
両
寺
共
に
小
寺
建
立
し
て
居
住
ス
」
と
あ
り
、

州
音
羽
城
で
隠
れ
て
い
た
と
あ
る
。

ま
た
、
顕
恵
に
つ
い
て
は

『
長
島
山
』
に
は
大
阪
逃
亡
の
あ
と

「
空
明
誘
引
し
て
江
州
日
野
之

二
(
-
五
七
四
）
年
九
月
廿
九
日
拾
四
歳
切
腹
と
あ
る
が
、

次
に
記
事
内
容
か
ら
考
察
し
て
み
る
。
長
島
一
揆
終
結
後
に
つ
い
て
、

『
長
島
山
』
と
『
四
願
証
』
に
は
、
顕
恵
の
兄
、
顕
忍
は
天
正

長
島
一
揆
以
後
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
の
比
較
検
討

は
遅
く
と
も
十
九
世
紀
初
頭
に
は
成
立
し
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。

か
遁
世
で
住
持
職
に
戻
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

『
村
井
史
』
が
書
か
れ
た
の

井
社
寺
史
』
が
あ
げ
ら
れ
る
（
以
下
、

『
日
野
』
は

な
し‘

゜

い
つ
ご
ろ
の
も
の
か
ま
っ
た
く
判
ら
な
い
。
た
だ
、
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
史
料
と
し
て
、
同
寺
所
蔵
の
『
日
野
村

(11) 

『
村
井
史
』
）
。
こ
の
中
で
、

日
野
願
証
寺
は
無
住
と
な
り
、
隣
郡
の
内
地
村
照
光
寺
（
滋

(12) 

賀
県
日
野
町
）
か
ら
『
村
井
史
』
筆
者
の
祖
父
と
実
父
が
共
に
入
寺
し
た
と
あ
り
、
奥
に
元
文
―
―
-
（
一
七
三
八
）
年
と
あ
る
。
入
寺
し
た

寛
永
十
六
（
一
六
三
九
）
年
を
『
長
島
山
』
で
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
顕
恵
の
代
と
な
っ
て
お
り
、
『
日
野
』
の
六
代
顕
恵
と
重
な
る
。

一
度
、

し
た
が
っ
て
寛
永
十
六
年
に
入
寺
し
た
の
は
、
次
の
七
代
宗
秀
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
執
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
証
慶
は
―
つ
お
い
て
十
一
代
に
も
出
る
の
で
、

『
日
野
』
の
記
事
は
次
の
十
二
代
証
円
で
終
わ
っ
て
い
る
。

が
、
実
父
が
入
寺
し
て
以
来
百
年
経
っ
て
い
る
事
を
考
え
る
に
、

そ
こ
か
ら
考
え
る
と
『
村
井
史
』
は
九
代
証
慶

一
度
は
住
持
職
を
子
の
証
寂
に
譲
っ
た
が
、
証
寂
の
早
世

こ
の
時
、
証
慶
は
恐
ら
く
老
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
日
野
』

『
日
野
』
で
は
、
蒲
生
氏
郷
に
よ
っ
て
佐
亮
（
顕
忍
）
が
か
く
ま
わ
れ
、
江

『
法
泉
寺
』
に
も
「
空
明
者
江
州
日
野
二
暫
住
居
二
而
古
郷
江
帰
り
申
候
。
其
所

願
証
寺
法
泉
寺
と
而
今
時
小
寺
有
之
」
と
日
野
で
の
居
住
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
れ
も
日
野
側
の
由
緒
書
に
は
な
い
。
日
野
町
に
は
法
泉

(13) 

寺
は
あ
る
が
、
由
緒
不
明
と
な
っ
て
お
り
、
判
然
と
し
な
い
。
こ
の
顕
忍
逃
亡
説
は
、
日
野
町
の
英
雄
で
あ
る
蒲
生
氏
郷
に
日
野
願
証
寺

頴
証
寺
の
成
立

1
0
0
 



創
立
か
絡
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

来
、
真
宗
勢
力
の
強
固
な
地
域
で
あ
る
上
に
、

ら
類
推
す
る
と
、
元
々
、

日
野
に
は
長
嶋
願
証
寺
の
下
道
場
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
日
野
願
証
寺
に
つ
い
て
、

遺
響
』
に
は
「
蓮
如
上
人
ヨ
リ
四
代
証
恵
上
人
江
州
日
野
願
証
寺
ヲ
開
基
ス
日
野
願
証
寺
一
一
代
証
鎮
天
正
十
八
寅
年
願
証
寺
ヲ
松
坂
二
迂

(14) 

シ
仮
堂
ヲ
営
ミ
証
恵
ヲ
シ
テ
開
基
ト
ス
」
と
あ
り
、
日
野
願
証
寺
は
一
揆
以
前
の
証
恵
の
代
に
建
立
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い
る
。
松
坂
願

証
寺
開
基
の
証
鎮
は
、
『
松
坂
』
に
も
「
当
寺
開
基
証
鎮
上
人
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
松
坂
願
証
寺
が
日
野
願
証
寺
か
ら
分
か
れ
て
建

(15) 

立
さ
れ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

当
国
へ
被
罷
越
則
当
地
二
被
致
居
住
候
」
と
証
恵
が
日
野
に
避
難
し
た
事
を
記
し
て
い
る
。
先
の
顕
忍
逃
亡
説
や
顕
恵
の
日
野
居
住
説
は
、

戦
乱
を
避
け
て
願
証
寺
一
族
が
逃
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
法
宝
物
が
現
在
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
事
も
、
道
理
に
適
う

(16) 

と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
一
揆
以
前
か
ら
の
適
場
が
日
野
に
存
在
し
、
そ
こ
が
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
の
だ

日
野
か
ら
鈴
鹿
山
脈
越
え
で
伊
勢
に
抜
け
る
道
は
数
ケ
所
あ
り
、
現
在
の
村
井
近
辺
の
商
家
で
も
伊
勢
か
ら
の
由
来
を
称
し
て
い
る
者

(17) 

が
多
い
と
い
う
。

『
村
井
史
』
の
元
文
三
（
一
七
三
八
）
年
以
前
の
職
業
構
成
に
つ
い
て
の
記
事
に
は
、
三
百
六
拾
四
軒
の
内
、
百
姓
百

五
拾
七
軒
（
約
四
十
三
％
）
、
水
呑
六
拾
四
軒
（
約
十
八
％
）
、
戦
人
七
拾
八
軒
（
約
二
十
一
％
）
、
商
人
二
拾
九
軒
（
約
八
％
）
、
塗
師
拾

八
軒
（
約
五
％
）
、
大
工
七
軒
（
約
二
％
）
、
そ
の
他
拾
一
軒
（
約
三
％
）
と
あ
る
。
職
人
と
商
人
、
及
び
塗
師
、
大
工
を
合
わ
せ
る
と
三

十
六
％
と
な
り
、
全
体
の
三
割
以
上
を
占
め
て
い
た
。
現
在
の
日
野
町
に
鋳
物
師
の
字
名
が
見
え
る
。

(18) 

事
か
ら
考
え
る
と
中
世
か
ら
鋳
物
師
集
団
が
在
村
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
、

町
場
と
し
て
栄
え
て
い
た
と
推
察
さ
れ
、
中
継
点
と
し
て
の
長
嶋
願
証
寺
の
下
道
場
が
存
在
し
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

ろ
う
か
。

願
証
寺
の
成
立

『
村
井
史
』
は
、

し
か
し
、

日
野
願
証
寺
創
立
に
つ
い
て
は
、
別
の
見
方
も
で
き
る
。

1
0
 

日
野
を
含
む
湖
東
地
域
は
、
元

『
村
井
史
』
に
「
当
寺
儀
ハ
元
念
仏
道
場
之
地
二
御
座
候
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

『
勢
陽
五
鈴

「
天
正
歳
中
織
田
信
長
公
勢
州
長
島
表
一
乱
之
時
（
中
略
）
証
恵
法
師
所
騒
動
二
付
、

日
野
は
鉄
砲
製
造
を
行
っ
て
い
た

日
野
は
交
通
の
要
衝
に
位
置
す
る



寺
の
開
基
は

『
長
島
山
』

表
は
『
長
島
山
』
と
『
四
願
証
』
、

諸
由
緒
書
歴
代
比
較

史

年
9

9

,

9

9

,

＇-

讐
一
冒
囀
一
疇
琴
法

義

定

義

定

義

資
義

隆

一

信

慶

一

四

九

ニ―八

信

誉

願
証
寺
開
基
―

信

祐

一

三
一
四

――

1
0
 

四
―
―

三

七

『
日
野
』
、
そ
れ
に
『
法
泉
寺
略
史
』
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
代
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
願
証

『
四
願
証
』
共
に
信
祐
を
開
基
と
し
て
お
り
、

『
四
願
証
』
は
『
法
泉
寺
略
史
』
の
歴
代
住
持
名
と
そ
の
没
年
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
法
泉
寺
住
持
と
願
証
寺
住
持
が
一
致
し
て
い
る

の
は
、
ど
ち
ら
か
の
由
緒
を
基
に
し
た
為
と
も
考
え
ら
れ
る
。

開
基
信

祐
尭

恵

て

R

恵

信

祐

義

隆

尭空了栄義栄信開信信
基

恵誓順俊圃源祐 誉慶

空空了栄義栄

＇源誓順俊圏源

四

尭

泉

寺

略

願
証
寺
の
成
立

法
泉
寺
系
由
緒
書
の
問
題
点

齢

『
法
泉
寺
略
史
』
で
は
、
法
泉
寺
八
世
空
源
を
伊
勢
の
空
賢
と
し
て
い

闘
証証証証証宗顕佐佐教兼兼開願日

基証
園慶寂慶恵秀恵莞玄幸幸誉 寺野

讐
載ま二以空空空空空実養
あで十下 子
り‘三 映信了明珍照
゜記世

恵意意恵恵忍意恵恵淳

寂寂准准顕顕証証実蓮

恵意意恵恵忍意恵恵淳

覚
如
に
よ
る
寺
号
免
許
も
信
祐
で
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、

琢寂寂顕顕証証実蓮

誓恵意恵忍意恵恵淳

寂寂准准顕顕証証実蓮

法

泉

寺

略
1
0
 



(19) 

る
。
空
賢
は
三
河
の
教
賢
と
共
に
蓮
如
の
教
え
を
受
け
て
い
た
事
が
『
空
善
聞
書
』
か
ら
分
か
る
。
さ
ら
に
、
空
賢
と
蓮
如
の
結
び
付
き

か
ら
、
蓮
淳
を
願
証
寺
党
恵
の
養
子
に
し
、
自
ら
も
男
子
が
な
い
の
で
、
蓮
淳
の
三
男
実
照
を
法
泉
寺
養
子
に
し
た
と
い
う
記
述
と
な
っ

(20) 

て
い
る
。
こ
こ
は
『
長
島
山
』
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
空
源
の
死
去
年
が
『
四
願
証
』
の
発
恵
と
同
じ
に
な
っ
て
い
る
。
蓮
淳
三
男

（
一
五
一
八
）
年
に
生
れ
、
三
河
本
宗
寺
を
兼
住
す
る
と
な
っ
て
お
り
、
実
円
の
子
で
あ
る
実
勝
と
混
同
し
て
い

『
法
泉
寺
略
史
』
か
ら
嗣
子
誕
生
時
の
歴
代
住
持
年
齢
を
表
の
下
部
に
付
し
た
。
表
の
年
齢
に
よ
る
と
、
空
源
が
生
ま

れ
た
の
は
空
誓
三
十
八
歳
の
時
と
な
り
、
空
誓
が
壮
年
に
入
っ
て
か
ら
の
誕
生
と
な
る
。
他
の
歴
代
住
持
も
壮
年
期
に
誕
生
し
た
事
に
な

り
、
ど
こ
か
に
無
理
が
あ
る
。
発
恵
に
つ
い
て
も
、
蓮
淳
が
実
如
か
ら
親
鸞
絵
像
を
下
付
さ
れ
て
以
来
一
二
十
年
間
生
存
し
て
い
た
点
を
考

え
れ
ば
、
蓮
淳
が
党
恵
の
蓑
子
と
な
っ
た
と
い
う
記
述
も
若
く
し
て
年
齢
の
余
り
変
わ
ら
な
い
養
子
を
迎
え
た
事
と
な
り
、

る
。
亮
恵
の
娘
を
後
妻
に
す
る
と
い
う
記
述
も
『
日
野
一
流
系
図
』
や
『
天
文
日
記
』
に
は
そ
の
記
載
が
な
い
。
ま
た
、
空
誓
は
『
天
文

（
一
五
四
二
）
年
五
月
二
日
の
条
に
「
従
伊
勢
国
小
串
弥
三
、
就
安
田
空
誓
折
檻
事
、
以
聖
徳
寺
下
者

日
記
』
に
出
て
来
る
。
天
文
十
一

(22) 

有
音
信
」
と
あ
り
、
猪
飼
（
三
重
県
多
度
町
）
の
士
豪
で
あ
っ
た
小
串
氏
の
一
族
と
み
ら
れ
る
小
串
弥
三
が
空
誓
の
折
檻
に
つ
い
て
問
い

(23) 

合
わ
せ
て
ぎ
た
。
こ
の
小
串
氏
に
は
、
実
如
に
帰
依
し
、
了
酉
と
称
し
て
道
場
を
構
え
た
者
が
お
り
、
こ
の
弥
三
も
証
如
へ
音
信
を
送
っ

て
い
る
所
を
考
え
る
と
、
恐
ら
く
門
徒
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
空
誓
と
法
泉
寺
住
持
の
空
誓
が
同
一
人
物
で
あ
る
か
ど
う
か
は

『
長
島
山
』
と
『
四
願
証
』
は
、
法
泉
寺
の
由
緒
を
参
考
に
し
て
作
成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
特
に
、
蓮
淳
以
前
に
つ

『
四
願
証
』
の
方
が
法
泉
寺
の
由
緒
に
依
存
し
て
い
た
事
が
、
歴
代
住
持
に
関
す
る
記
述
か
ら
推
定
で
き
る
。
願
証
寺
開
基
に

『
法
泉
寺
』
に
も
「
願
証
寺
開
基
ハ
法
泉
寺
信
慶
二
男
也
、
法
名
号
信
祐
」
と
あ
り
、
法
泉
寺
系
統
の
由
緒
書
で
は
一
致
し

岐
阜
県
垂
井
町
平
尾
願
証
寺
の
由
緒
書
や
『
長
嶋
略
記
』
、

開
基
は
蓮
淳
と
な
っ
て
お
り
、

(24) 

『
長
嶋
略
少
記
』
な
ど
の
記
載
と
同
じ
で
あ
る
が
、
蓮
淳
以
前
の
歴
代
住
持
と
し
て
信
祐
・
夷
恵
の
名
が
あ
り
、
法
泉
寺
系
統
と
重
な
る
。

願
証
寺
の
成
立

た
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

『
日
野
』
で
は
、

関
し
て
は
、

い
て
は
、

以
上
か
ら
、

判
然
と
し
な
い
。

に
つ
い
て
は
永
正
十

(21) 

る
と
思
わ
れ
る
。

1
0三

無
理
が
あ



、。

な
し

し
か
し

記
載
さ
れ
て
い
る
。
下
間
氏
に
つ
い
て
は
、

『
長
島
山
』
に
「
下
間
豊
前
」
と
の
記
載
が
な
さ
れ
て
お
り
、

「頼

「
頼
且
」
と
は
書
か
れ
て
い

「
尾
州
西
潟
」
と
い
う
表
現
は
、

近
世
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
あ
る
程
度
の
錯
乱
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

(25) 

願
証
寺
に
関
す
る
記
録
が
、
愛
知
県
尾
西
市
円
明
寺
の
由
緒
書
類
の
中
か
ら
出
て
き
た
。
元
禄
十
五
（
一
七

0
二
）
年
に
書
か
れ
た
記

(26) 

『
長
島
山
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
そ
の
部
分
を
抜
き
出
し
て
お
く
。

0
已
下

一
元
亀
二
年
尾
州
西
渇
長
嶋

□篠
橋
、
大
鳥
井
、
中
江
、
大
嶋
、
加
路
戸
嶋
、
片
岡
、

間
三
位
法
橋
頼
且
ヲ
大
将
と
も
。

ヶ
五
月
十
日
信
長
五
万
騎
二
而
攻
寄
セ
敗
軍
シ
帰
ル

二
大
正
元
年
九
月
廿
四
日
又
復
ヒ
攻
テ
返
ス

（
マ
マ
）

西
別
所
七
ケ
処
二
小
戦
御
殿
様
楯
籠
候
。
下

こ
れ
ま
で
の
由
緒
書
に
は
な
い
表
現
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
将
と
し
て
「
下
問
三
位
法
橋
頼
且
」
と

『
長
嶋
町
誌
』
や
『
願
証
寺
誌
』
に
は
「
頼
且
」
の
名
が
見
え
て
お
り
、
ど
こ
か
ら
採
っ
て
き
た
の
か
判
然
と
し
な
い

(27) 

為
、
詳
し
く
は
分
か
ら
な
い
。
『
下
間
系
図
』
に
は
、
「
頼
且
」
と
い
う
名
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
「
盟
前
」
に
つ
い
て
は
、
「
頼
逹
」

(28) 

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
頼
逹
」
の
父
は
「
頼
重
」
で
天
正
三
(
-
五
七
五
）
年
九
月
に
七
十
六
歳
で
討
死
に
し
て
い
る
。
父

親
が
七
十
六
歳
と
い
う
事
は
、
恐
ら
く
「
頼
逹
」
は
こ
の
時
壮
年
期
を
迎
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。

ま
た
、

こ
の
「
頼
重
」
の
父
、

助
」
は
「
伊
豆
守
」
を
名
乗
っ
て
お
り
、
天
文
五
(
-
五
一
二
六
）
年
六
月
三
日
に
五
十
二
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
こ
の
天
文
期
で
「
伊
豆

事
の
中
に
あ
り

史
料
B

五
円
明
寺
史
料
か
ら
の
検
討
の
価
値

は
軽
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

願
証
寺
の
成
立

『
日
野
』
に
も
法
泉
寺
と
の
関
係
記
事
が
あ
る
の

1
0四



1
0五

)
の
地
域
と
本
願
寺
と
の
繋
が
り
が
あ

守
」
を
名
乗
っ
て
い
る
の
は
「
頼
助
」
し
か
い
な
い
。
こ
の
「
伊
豆
守
」
は
、
『
天
文
日
記
』
中
の
実
恵
死
去
に
際
し
て
名
が
出
て
く

る
。
実
恵
死
去
の
天
文
五
年
五
月
五
日
に
実
恵
室
の
藤
向
と
共
に
落
髪
し
て
い

5
6
こ
の
事
か
ら
も
、
こ
の
「
伊
豆
守
」
は
実
恵
付
き
の

下
間
氏
で
あ
っ
た
と
考
え
る
事
が
で
き
る
。
祖
父
の
「
頼
助
」
が
『
天
文
日
記
』
中
の
「
伊
豆
守
」
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、

「
頼
達
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
加
5

こ
れ
以
上
、
史
料
が
な
い
た
め
に
何
と
も
い
え
な
い
が
、
そ
う
な
る
と

「
達
」
の
音
読
み
の
違
い
か
ら
、

を
考
慮
す
る
と
、
法
泉
寺
由
緒
に
依
拠
し
た
記
述
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

「
農
前
」
は

「
且
」
に
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
円
明
寺
史
料
が
比
較
的
早
く
か
ら
害
か
れ
た
も
の
で
あ
る
事

願
証
寺
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
願
証
寺
自
身
が
一
揆
に
よ
り
灰
塵
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
為
に
藪
の
中
の
状
態
で
あ
る
が
、
近
世
に
な
っ

て
か
ら
作
成
さ
れ
た
由
緒
書
類
の
照
合
作
業
を
通
し
て
、
あ
る
程
度
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

願
証
寺
の
由
緒
書
は
、
法
泉
寺
系
と
日
野
願
証
寺
系
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
こ
の
二
系
統
の
由
緒
書
に
共
通
す
る
記
述
は
、
願
証
寺

の
源
流
を
甲
斐
の
安
田
氏
に
求
め
て
い
る
点
で
あ
る
。
願
証
寺
開
基
が
信
祐
と
蓮
淳
で
相
違
し
た
記
述
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
願
証
寺
の

前
身
は
恐
ら
く
関
東
系
統
の
寺
院
で
あ
っ
た
法
泉
寺
と
つ
な
が
り
の
あ
る
信
祐
が
開
い
た
寺
院
で
あ
り
、
そ
こ
に
蓮
淳
が
入
寺
し
、
願
証

寺
を
名
乗
っ
た
も
の
と
考
え
る
事
が
で
き
る
。
『
長
島
町
誌
』
が
主
張
す
る
法
泉
寺
信
祐
の
時
に
願
証
寺
と
し
て
創
建
さ
れ
た
の
か
ど
う

か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
史
料
A
か
ら
、
蓮
淳
の
時
に
は
、
寺
号
が
あ
っ
た
事
は
確
認
で
含
る
。
ま
た
、
法
泉
寺
の
由
緒
書
で
は
伊
勢
の

空
賢
を
自
坊
の
住
持
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
事
を
抜
き
に
し
て
も
、
空
賢
と
蓮
如
の
関
係
か
ら
、

っ
た
事
は
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
蓮
淳
の
参
入
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

願
証
寺
の
成
立

r 

ノ‘

わ
れ
な
い
だ
ろ
う
。

お

わ

り

に

『
長
島
山
』
の
史
料
と
し
て
の
価
値
は
そ
う
低
い
も
の
と
も
思



願
証
寺
の
成
立

註
(

1

)

佐
々
木
芳
雄
『
願
証
寺
誌
』
一
九
三
六
年
七
・
八
頁
。

(

2

)

『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
四
巻
一
九
七
七
年
三
重
県
郷
士
資
料
刊
行
会
発
行
一
五
六
・
七
頁
。

(

3

)

現
住
職
の
鈴
木
尚
孝
氏
か
ら
拝
観
さ
せ
て
頂
い
た
親
鸞
絵
像
は
、
比
較
的
新
し
く
書
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
た
。
住
職
家
は
鈴
木
氏
の
二
代
前

に
一
度
絶
え
て
お
り
、
そ
の
混
乱
の
中
で
所
在
不
明
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

(

4

)

『
長
島
町
誌
』
上
巻
二
四
頁
一
九
七
四
年
。

(

5

)

安
田
滉
然
氏
『
法
泉
寺
略
史
』
一
九
六
六
年
安
田
氏
が
法
泉
寺
十
一
世
空
了
（
寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
、
五
十
六
歳
死
去
）
、
十
六
世

蓮
映
（
天
明
五
（
一
七
八
五
）
年
、
六
十
五
歳
死
去
）
、
二
十
世
空
観
（
明
治
二
十
二
(
-
八
八
九
）
年
、
七
十
九
歳
死
去
）
の
三
代
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
由
緒
書
を
基
に
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ど
の
記
載
が
誰
の
記
事
な
の
か
が
分
か
ら
ず
、
極
め
て
曖
昧
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
法
泉
寺
に
問
い
合
わ
せ
た
所
、
前
住
職
の
死
後
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
の
事
で
あ
っ
た
。

(

6

)

新
行
紀
一
氏
所
蔵
写
真
判
に
よ
る
。
末
尾
に
掲
載
。

(

7

)

新
行
氏
所
蔵
写
真
判
に
よ
る
。

(
8
)
『
佐
屋
町
史
』
資
料
編
―
―
―
九
八0
年
―
-
＝
―
-
•
四
頁
。

(

9

)

滋
賀
県
日
野
町
願
証
寺
所
蔵
史
料
。

(

1

0

)

琢
誓
死
去
年
に
つ
い
て
は
、
「
諸
家
分
脈
系
図
」
（
『
続
真
宗
大
系
』
十
六
巻
―

1
0九
頁
国
書
刊
行
会
一
九
七
六
年
、
初
版
は
一
九
三
七

年
）
教
行
寺
の
項
。

(
1
1
)

滋
賀
県
日
野
町
願
証
寺
所
蔵
史
料
。

(

1

2

)

内
地
村
照
光
寺
に
つ
い
て
は
、
「
寺
院
由
緒
」
（
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
七
六
―
二
頁
一
九
二
二
年
）
に
記
載
が
あ
る
。
ま
た
地
名
の
確

定
は
、
『
滋
賀
県
の
地
名
』
日
本
地
名
大
系
第
二
五
巻
四
九
六
頁
（
平
凡
社
一
九
九
一
年
）
に
拠
っ
た
。

(

1

3

)

日
野
町
法
泉
寺
に
つ
い
て
は
、
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
七
六
ニ
―
頁
に
記
載
あ
り
。

(

1

4

)

前
掲
注
(

2

)

書
一
五
六
頁
。

(

1

5

)

蒲
生
氏
郷
の
松
坂
移
転
は
天
正
十
六
(
-
五
八
八
）
年
に
行
わ
れ
て
お
り
、
松
坂
願
証
寺
が
日
野
願
証
寺
か
ら
分
か
れ
て
松
坂
へ
移
転
し
た
天

正
十
八
年
よ
り
1

一
年
前
で
あ
る
か
ら
、
『
勢
陽
五
鈴
遺
響
』
の
記
述
は
年
代
的
に
つ
じ
つ
ま
が
合
う
。

(

1

6

)

日
野
願
証
寺
に
は
、
証
如
か
ら
証
恵
に
出
さ
れ
た
天
文
六
年
三
月
廿
日
付
の
「
実
如
上
人
真
影
」
と
天
文
八
年
閏
六
月
廿
二
日
付
の
「
方
便
法

身
尊
像
」
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
日
野
の
地
は
近
江
顕
証
寺
と
願
証
寺
を
つ
な
ぐ
中
継
点
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
他
の
蓮
淳
と
の
関
係

-
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す
る
地
域
を
調
べ
て
い
な
い
の
で
、
何
と
も
い
え
な
い
が
、
大
坂
へ
向
か
う
道
筋
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

(
1
7
)

日
野
願
証
寺
住
職
、
長
嶋
哲
也
氏
の
談
話
に
よ
る
。

(
1
8
)

日
野
鉄
砲
と
鋳
物
師
に
つ
い
て
は
、
「
鍛
治
及
鋳
物
師
」
（
『
近
江
蒲
生
郡
志
』
巻
五
三

0
六
1
三
六
二
頁
一
九
二
二
年
）
を
参
照
し
た
。

こ
の
中
で
、
日
野
の
鉄
砲
鍛
治
に
鉄
砲
三
百
挺
を
注
文
し
た
書
状
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
年
号
は
慶
長
二
十
(
-
六
一
五
）
年
と
な
っ
て
お
り
、

中
世
か
ら
高
度
な
鍛
治
技
術
を
持
っ
た
集
団
が
日
野
に
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
鋳
物
師
と
真
宗
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
井
上
鋭
夫
氏

「
中
世
鉱
業
と
太
子
信
仰
」
『
宮
崎
博
士
還
暦
記
念
会
真
宗
史
の
研
究
』
一
九
六
六
年
、
ま
た
三
河
の
満
性
寺
を
分
析
さ
れ
た
新
行
紀
一
氏

「
四
真
宗
と
わ
た
り
」
『
新
編
岡
崎
市
史
』
二
巻
二
三
九
ー
ニ
六
三
頁
。

(

1

9

)

『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
四
一
一
七
頁
一
九
七
七
年
。

(
2
0
)

前
掲
注
(

5

)

書
二
五
・
六
頁
。

(
2
1
)

「
日
野
一
流
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
蓮
淳
三
男
実
照
は
永
正
十
五
(
-
五
一
八
）
年
に
十
五
歳
で
死
去
し
た
事
に
な
っ
て
い
る
。
『
真
宗
史
料
集

成
』
第
七
巻
五
二
八
頁
一
九
七
五
年
。

(

2

2

)

『
真
宗
史
料
集
成
』
三
巻
―
―
―
ー
ニ
頁
一
九
七
九
年
。

(

2

3

)

『
多
度
町
史
』
一
九
六
三
年
六
一
・
ニ
頁
。

(
2
4
)

岐
阜
県
垂
井
町
願
証
寺
の
由
緒
書
に
「
蓮
如
上
人
第
六
男
顕
証
寺
蓮
淳
大
僧
都
、
文
亀
年
中
勢
州
長
嶋
二
お
い
て
願
証
寺
を
創
建
被
致
兼
住
所

ニ
而
御
座
候
」
と
蓮
淳
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
旨
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
写
真
判
）
。
ま
た
、
『
長
嶋
略
記
』
に
は
「
兼

誉
蓮
淳
」
が
開
き
、
「
長
島
ノ
内
杉
江
村
」
に
代
々
居
住
し
た
と
あ
る
。
『
長
島
略
少
記
』
に
は
「
本
願
寺
八
世
蓮
如
上
人
十
一
男
蓮
淳
、
天
文

年
中
杉
江
村
開
基
於
寺
」
と
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
（
と
も
に
三
重
県
立
図
書
館
所
蔵
コ
ピ
ー
判
に
よ
る
）
。

『
長
島
略
少
記
』
が
享
保
三
(
-
七
一
八
）
年
の
成
立
で
あ
り
、
ま
た
『
長
島
略
記
』
は
長
島
城
主
で
あ
っ
た
「
松
平
忠
充
」
の
家
臣
で
あ
っ

た
「
小
寺
氏
五
郎
左
衛
門
」
が
取
り
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
奥
書
か
ら
知
ら
れ
る
。
「
松
平
忠
充
」
は
元
禄
十
五
（
一
七

0
1
―
)
年
に
「
狂

気
の
い
た
す
と
こ
ろ
」
に
よ
り
、
領
地
没
収
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
（
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
一
巻
二
八
一
頁
一
九
六
四
年
）
、
そ
れ
以
前

の
成
立
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
比
較
的
早
く
か
ら
の
伝
承
を
伝
え
て
い
る
こ
と
と
、
宗
門
外
か
ら
の
記
述
で
あ
る
点
を
考

え
れ
ば
、
願
証
寺
を
蓮
淳
が
開
い
た
こ
と
は
、
あ
る
程
度
信
頼
の
於
け
る
記
事
で
あ
る
と
見
倣
せ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
『
長
島
山
』
に
蓮
淳
が
願
証
寺
を
再
建
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
蓮
淳
が
寺
院
建
立
に
関
係
し
た
事
は
、
否
定
で
き
な
い
。

愛
知
県
尾
西
市
円
明
寺
所
蔵
史
料
。

願
証
寺
の
成
立

(
2
5
)
 

1
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（
表
紙
）

注
記

願
証
寺
の
成
立

(
2
6
)

円
明
寺
十
四
世
順
慶
が
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
奥
に
歴
代
と
し
て
十
九
世
堅
住
（
慶
応
―
-
（
一
八
六
六
）
年
死
去
）
が
最
後
に
記
載
さ
れ
て
い

る
の
で
、
明
治
初
頭
頃
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
二
十
世
賢
誠
は
、
別
に
歴
代
記
を
書
い
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
、
彼
が
ま
と
め

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
十
四
世
順
慶
の
没
年
月
日
は
不
明
で
あ
る
が
、
次
の
十
五
世
頓
察
は
、
享
保
十
八
（
一
七
―
―
―
―
―
-
）
年
に
死
去
し
て
お
り
、
そ

れ
以
前
の
生
存
で
あ
っ
た
事
が
確
認
で
き
る
。

(
2
7
)

前
掲
注
(

1

)

書
四
一
頁
、
前
掲
注
(

4

)

書
―
二
九
頁
。

(
2
8
)

前
掲
注
(
2
1
)

書
六
八
三
頁
。

(
2
9
)

前
掲
注
(

2

2

)

書
二
九
頁
。

(
3
0
)

天
正
八
年
七
月
廿
三
日
付
の
教
如
消
息
に
「
豊
前
」
の
名
前
が
出
て
く
る
（
辻
菩
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
近
世
編
之
―
ニ
ニ
五
ー
ニ
ニ
九
頁

一
九
五
二
年
）
。
こ
の
「
豊
前
」
と
長
島
の
「
豊
前
」
と
は
ど
の
様
な
関
係
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
今
後
の
解
明
を
待
っ
所
で
あ
る
。

略
縁
起
後
半
の
「
願
証
寺
琢
誓
改
派
之
趣
反
古
之
端
書
二
有
之
取
集
め
妥
二
書
記
ス
」
と
あ
る
琢
誓
改
派
に
つ
い
て
の
部
分
は
、

紙
数
の
都
合
上
省
略
し
た
。

変
体
が
な
は
、

ひ
ら
が
な
に
改
め
、
句
読
点
は
筆
者
が
付
し
た
。

「
長
嶋
山
願
証
寺
略
縁
起
写

天
保
三
壬
辰
九
月
十
五
日
借
用
シ
テ
写
取
」

長
嶋
山
願
証
寺
略
縁
起

抑
当
山
開
基
信
祐
俗
姓
者
清
和
源
氏
貞
祇
親
王
之
息
男
六
孫
王
経
基
之
玄
孫
新
羅
三
郎
義
光
之
二
男
安
田
冠
者
義
清
之
五
男
安
田
三
郎
遠

（
貼
紙
）
木
二
作

江
守
義
定
之
孫
甲
斐
次
郎
義
澄
甲
州
高
国
庄
寿
福
寺
二
於
て
剃
髪
シ
乗
願
と
号
ス
。
上
洛
参
内
し
て
法
印
任
ス
。
其
刻
源
空
上
人
に
帰
依

1
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願
証
寺
の
成
立

永
正
八
年
辛
未
九
月
十
八
目

実
恵
代
太
子
七
高
僧
御
影
御
免
御
裏
書

実
如
御
判
願

主

釈

蓮

淳

明
応
十
年
辛
酉
正
月
十
八
日

実
如
御
判

ン
、
吉
水
之
御
坊
二
於
て
御
弟
子
と
成
り
、
空
阿
法
印
乗
願
と
号
ス
。
然
に
隠
遁
之
志
有
て
勢
州
に
移
り
、
桑
名
海
崎
に
於
て
草
庵
を
拮

ひ
、
念
仏
勤
行
し
て
命
終
七
リ
。

1
0九

義
澄
之
長
男
義
明
生
年
廿
四
に
し
て
相
州
江
津
之
郷
に
於
て
大
祖
聖
人
御
門
弟
と
成
り
、
出
家
し
て
法
名
信
慶
と
号
ス
。
其
時
聖
人
御
経

廻
之
刻
、
貞
永
元
年
壬
辰
初
冬
上
旬
ふ
下
旬
二
至
ル
迄
十
有
余
日
桑
名
海
崎
之
草
庵
に
於
て
御
教
化
ま
し
／
＼
＇
て
此
庵
を
以
法
泉
寺
と
号

シ
給
候
て
信
慶
に
附
属
シ
給
。
其
後
宗
尊
親
王
ぷ
信
慶
に
所
領
を
給
り
て
長
鶉
杉
江
郷
に
屋
形
を
構
て
兼
帯
ス
。

信
慶
二
子
有
。
長
男
信
誉
ハ
海
崎
杉
江
之
城
主
と
称
シ
歴
代
相
続
ス
麟
諷
涛
町
扉
戸
麟
囀
年
鱈
5
鱈
鱈
旦
麟
噂
へ
。
二
男
信
祐
者
長
嶋
川
内
に

於
て
法
義
会
所
之
庵
室
を
結
ひ
居
住
ス
鱈
虹
洋
饂
囀
応
”
塁
麟
叩
鱈
形
。
願
証
寺
開
基
是
也
”
〗
心
知
臼
覚
。

願
証
寺
喜
彗
襲
汀
鱈
女
子
一
人
有
て
男
子
な
し
。
依
之
蓮
如
上
人
ふ
法
泉
寺
へ
命
旨
給
ひ
て
廃
恵
養
子
と
し
て
蓮
淳
を
給
り
相
続
ス
。

蓮
淳
六
子
有
、
長
男
実
淳
顕
証
寺
住
、
二
男
実
恵
願
証
寺
住
、
三
男
実
照
ハ
法
泉
寺
之
八
世
空
源
之
養
子
と
ス
戸
”
〗
鱈
這
鐸
麟
豆
て
。

女
勝
興
寺
室
、
二
女
超
勝
寺
室
、
三
女
偏
増
院
室
也
。

蓮
淳
代
長
嶋
川
内
二
宇
再
建
願
証
寺
極
繁
栄
セ
リ
。
其
刻
実
如
上
人
ふ
法
泉
寺
ヘ
ハ
大
祖
聖
人
之
御
真
影
御
自
画
に
て
給
り
、
願
証
寺

へ
も
御
真
影
を
給
り
、
御
裏
書



元
亀
年
中
北
伊
勢
五
郡
ハ
四
十
八
家
と
し
て
所
領
セ
リ
。

し
て
願
証
寺
之
城
堅
固
に
相
続
セ
リ
。

空
明
戦
功
諸
人
の
知
る

所
成
ル
故
口
省
略
ス

其
頃
信
長
公
長
嶋
川
内
之
坊
城
へ
度
々
攻
ら
る
4

と
い
へ
共
、
法
泉
寺
空
明

一
揆
之
大
将
二
而
川
内
之
城
を
加
勢
ス
。
願
証
寺
家
老
下
間
豊
前
諸
軍
指
引
ぷ
籠
城
し
て
無
異
也
二
”

□環‘ハ
□噂
鱈
麟
隅
犀
芦
喜
二
記
繹
”

メ
下
間
氏
を
名
乗
る
事
を
不
審
有
シ
時
、
往
昔
下
問
分
家
の
由
来
を
言
上
し
て
相
違
な
ぎ
趣
、
下
間
民
部
卿
オ
願
証
寺
へ
御
奉
書
を
給
り
、
天
正
之
頃
之
豊

前
ハ
顕
恩
討
死
之
時
同
死
ス
。
其
子
出
家
し
て
狸
泉
寺
と
号
ス
。
豊
前
同
役
常
川
掃
部
是
ハ
一
乱
之
後
出
家
ス
。
今
尾
州
名
古
屋
御
城
下
廷
廣
寺
之
開
基
な

其
後
美
濃
国
信
長
公
御
手
に
入
夫
ふ
江
州
観
音
寺
御
攻
取
御
上
洛
之
時
迄
川
内
之
一
揆
相
違
な
し
。
信
長
公
岐
阜
へ
御
帰
り
惣
勢
を
以
川

内
御
攻
終
に
落
城
ス
。
頃
者
天
正
二
甲
戌
年
也
。
時
に
野
田
脇
に
於
て
九
月
廿
九
日
顕
恩
討
死
。
其
時
舎
弟
顕
恵
二
歳
成
ル
を
乳
母
懐
抱

し
て
城
外
へ
出
ン
と
ス
。
家
老
常
川
掃
部
是
を
見
て
敵
の
手
に
掛
ル
事
を
愁
て
蒲
団
に
包
ミ
木
曾
川
へ
相
廻
し
て
坂
手
川
へ
流
し
を
安
田

空
明
見
附
、
士
民
に
下
知
し
て
鳶
口
を
掻
上
ヶ
空
明
介
抱
し
て
戦
場
を
切
抜
大
坂
へ
越
ス
。
顕
如
上
人
教
如
上
人
へ
加
勢
シ
奉
ル
。
両
上

（
斜
力
）

人
御
喜
悦
不
口
、
其
刻
顕
如
上
人
御
持
之
御
扇
を
空
明
へ
給
。
両
上
人
紀
州
鷺
の
森
へ
御
移
住
之
節
も
法
泉
寺
井
願
証
寺
幼
児
も
奉
仕

ス
。
幼
児
成
長
之
後
、
空
明
誘
引
し
て
江
州
日
野
之
近
里
に
両
寺
共
に
小
寺
建
立
し
て
居
住
ス
。
其
後
空
明
者
海
崎
法
泉
寺
へ
帰
住
。
天

海
崎
之
城
内
ハ
空
没
後
十

二
世
空
了
代
後
証
之
為
少

香
取
之
屋
形
二
住
ス

正
十
三
乙
酉
年
戦
功
有
て
元
か
所
領
之
上
、

地
を
残
シ
御
坊
取
。

立
御
本
山
へ
差
上

顕
恵
十
一
オ
之
時
、
信
雄
公
に
随
ひ
奉
り
、
尾
州
清
翡
二
於
て
一
宇
建
立
し
て
願
証
寺
と
号
ス
。
其
刻
教
如
上
人
公
尾
濃
両
州
之
御
門
末

願
証
寺
へ
馳
走
す
へ
き
の
御
書
を
下
シ
給
。
其
後
桑
名
社
71号
に
堂
舎
再
建
せ
り
。
其
時
願
証
寺
へ
信
雄
公
必
九
十
三
貫
之
寺
領
を
給
3

拍
地

東
照
神
君
ふ
三
千
三
百
石
之
知
行
を
給
ヒ
、

寺
ハ
子
細
有
と
不
奉
請
願
証
寺
ハ
此
時
御
免
を
蒙
り
。

証
恵
代
永
禄
三
年
之
冬
、

願
証
寺
の
成
立

日
本
国
中
二
而
由
緒
格
別
之
御
末
寺
十
七
ケ
寺
御
選
ひ
出
シ
、
院
家
御
免
有
と
い
へ
共
、
法
泉
寺
井
三
州
浄
妙

願

主

釈

実

恵

就
中
法
泉
寺
願
証
寺
繁
栄
ス
。

顕
恩
代
迄
長
嶋
市
江
鰍
浦
姥
ノ
ロ
前
糟
を
所
領

―1
0
 



証
恵 此

代
ふ
発
恵
迄
住
名
分
明
な
ら
す
、
累
代
中
絶
敗
又
ハ
法
泉
寺
ガ
兼
住
也
し
か
追
而
可
考
。

室
法
泉
寺
七
世
空
誓
之
女
也

室
者
民
部
卿
教
国
卿
之
女
也
。
後
妻
者
亮
恵
之
女
。
童
名
光
徳
法
印
権
大
僧
都
兼
誉
と
号
ス
。
天
文
十
九
庚
戌
八
月
十
八
日
八
十
七
才

に
て
寂
ス
。

童
名
光
智
権
少
僧
都
兼
幸
と
号
ス
。
天
文
五
丙
申
五
月
四
日
四
十
三
オ
に
て
寂
ス
。

実
恵

蓮
淳
党
恵

願
証
寺
の
成
立

開

基

信

祐

然
に
秀
吉
公
ふ
上
来
之
寺
領
召
上
ら
れ
、
尾
州
赤
見
村
之
内
に
て
百
三
十
九
石
九
斗
五
升
之
地
を
給
。
天
下
一
統
之
後
、
東
照
神
君
よ
り

伊
奈
備
前
守
殿
検
地
に
て
百
五
十
五
石
四
斗
三
升
と
し
て
御
証
文
を
給
。
尾
州
大
納
言
義
直
公
ふ
御
黒
印
を
以
東
西
百
六
十
問
南
北
百
間

余
之
境
内
を
給
り
通
寺
も
建
立
セ
リ
。
両
本
願
寺
御
分
流
之
時
、
願
証
寺
法
泉
寺
相
談
之
上
、
両
派
へ
分
ル
。
南
勢
松
坂
日
野
町
又
長
約

之
内
、
通
寺
建
立
し
て
願
証
寺
極
再
栄
七
リ
。

准
恵
代
、
大
祖
聖
人
等
身
之
真
影
拝
領
。

准
意
代
、
須
弥
壇
御
免
゜

願
証
寺
歴
代



寂
意
准
意
准
恵
（
貼
紙
）
延
廣
寺
伝
ニ
ハ
顕
恵
、
准
恵
、
准
意
一
―
―
名
同
人
ト
ス
。

顕
恵
顕
恩 童
名
兵
衛
督
佐
玄
と
号
ス
。
元
亀
二
辛
未
六
月
六
日
寂
ス
。

証
意

願
証
寺
の
成
立

童
名
兵
衛
督
権
大
僧
都
教
幸
と
号
ス
。
永
禄
七
甲
子
正
月
朔
日
四
十
九
才
寂
ス
。

（
オ
カ
）

童
名
兵
衛
督
佐
発
と
号
ス
。
天
正
二
甲
戌
九
月
廿
九
日
十
四
日
生
害
。

顕
恩
之
弟
也

寛
文
二
壬
寅
四
月
廿
九
日
寂
ス
。

室
者
良
如
上
人
御
妹
糸
姫
君
と
号
ス
。

童
名
小
黒
昭
友
と
号
ス
。

（
貼
紙
）
寂
意
延
宝
一
―
―
乙
卯
五
月
十
二
日
寂
ス
。

常
栄
と
号
ス
。
実
ハ
本
照
寺
良
教
之
子
也
。

寂
恵
（
貼
紙
）
寂
恵
天
和
元
辛
酉
五
月
八
日
寂
ス
。

（
珍
力
）

常
弥
と
号
ス
。
実
ハ
恵
廣
寺
昭
厳
之
子
也
。

寂
意
代
迄
ハ
本
家
之
旧
緑
を
以
毎
年
正
月
鏡
餅
法
泉
寺
へ
贈
ル
之
式
有
。

正
徳
年
中
願
証
寺
琢
誓
一
乱
に
依
て
寺
坊
終
に
落
て
本
住
な
し
。
然
に
今
夏
養
泉
寺
に
て
反
古
埋
中
ふ
旧
記
一
巻
を
得
た
り
。
是
願
証
寺

之
縁
起
な
り
。
時
願
証
寺
看
主
慈
明
軒
慶
旭
師
二
其
物
語
せ
し
に
一
巻
之
写
書
を
懇
望
有
故
其
需
二
応
し
、
養
泉
寺
現
住
智
順
師
ぷ
借
用



本
稿
成
稿
後
、
四
日
市
大
学
の
播
磨
良
紀
氏
よ
り
、
明
応
年
間
、
香
取
空
賢
門
徒
宛
て
の
方
便
法
身
尊
像
裏
書
の
存
在
を
御
教
示

頂
い
た
。
今
だ
未
見
で
あ
る
が
、
空
賢
の
所
在
が
法
泉
寺
と
同
じ
香
取
に
あ
る
事
を
考
え
る
と
、
空
源
が
空
賢
で
あ
る
と
い
う
『
法

泉
寺
略
史
』
の
記
述
は
、
あ
な
が
ち
否
定
で
き
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

追
記

付
記

願
証
寺
の
成
立

可
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
後
略
）

し
、
本
書
の
文
法
を
其
儘
に
シ
、
衆
人
の
読
易
キ
が
為
に
草
書
を
改
正
し
て
御
仮
名
二
て
写
書
状
頭
に
贈
者
也
。

本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
、
愛
知
教
育
大
学
新
行
紀
一
教
授
に
御
指
導
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
養
泉
寺
御
住
職
に
は
由
緒
書
掲
載
の
許

三


